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烏
瀧
氏
の
南
方
交
通
一
二
〈

有
し
て
ゐ
る
。
薩
隅
の
人
盈
が
、
か
う
し
に
形
勢
を
天
文
弘
治
以
来
、
慶
長
元
和
の
時
代
ま
で
持
ち
綴
け
な
い
符
は
な

い
。
果
せ
る
か
な
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
を
南
洋
か
ら
迎
へ
、
彼
れ
を
し
て
化
産
呈
土
に
布
か
し
め
ん
が
た
め
、
ま

づ
鹿
兒
烏
に
來
朝
せ
し
め
た
者
は
、
鹿
兒
脳
の
士
族
ア
ン
ジ
エ
ロ
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ア
ン
ジ
エ
ロ
は
勘
四
郎
②
音
課

で
あ
る
ど
も
い
ば
れ
る
が
、
恐
ら
く
そ
れ
は
切
支
丹
法
名
で
あ
ら
う
。
そ
し
て
ザ
ビ
エ
ル
は
頗
る
成
功
し
な
か
っ
た
や
う

で
は
め
っ
た
が
、
Ｅ
も
か
く
も
日
本
最
初
の
舛
導
を
薩
南
に
於
て
州
始
し
た
の
で
あ
る
。
か
う
し
だ
切
支
丹
布
教
史
上
亜

要
な
怖
世
に
あ
っ
た
此
の
地
方
に
於
て
、
博
多
、
長
崎
其
の
他
上
方
地
方
に
於
て
航
る
多
く
出
現
し
た
世
に
詔
ふ
海
外
貿

易
家
亡
榊
せ
ら
れ
る
薪
に
し
て
、
今
日
に
博
へ
ら
れ
る
も
の
ｋ
な
い
の
は
誠
に
不
思
議
ご
い
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
然

る
に
昭
和
十
四
年
鹿
兒
脇
市
の
百
貨
店
山
形
屋
に
於
て
、
内
閣
附
報
局
主
催
の
紀
元
二
千
六
百
年
記
念
展
蝿
會
が
催
さ
れ

に
時
、
山
川
の
大
辿
文
智
の
陳
列
さ
れ
て
あ
る
の
を
兄
る
こ
、
慶
長
十
二
年
十
月
六
日
附
け
、
カ
ン
ボ
ジ
ヤ
國
渡
航
免
許

の
朱
印
状
が
あ
っ
た
。
勿
論
異
國
日
記
に
記
録
さ
れ
て
ゐ
な
い
も
の
で
あ
り
、
柑
時
の
海
外
交
通
史
上
の
餐
料
と
し
て
、

恐
ら
く
始
め
て
世
に
出
た
も
の
で
あ
ら
う
。
こ
れ
に
依
っ
て
多
年
の
疑
問
が
十
分
に
解
説
さ
れ
に
槻
が
あ
る
。
恐
ら
く
此

の
家
は
武
士
の
家
で
は
な
か
っ
た
が
、
島
津
義
弘
の
内
の
考
こ
し
て
前
記
薩
隅
の
海
賊
豪
族
ご
歴
史
を
同
じ
う
し
て
ゐ
る

－

の
で
あ
ら
う
。
併
し
之
れ
を
鱒
へ
る
文
献
が
前
記
朧
恭
齊
記
に
は
見
え
て
ゐ
な
い
。
同
文
書
に
次
の
如
き
一
通
あ
り
、
大

迫
吉
之
丞
が
島
津
惟
新
に
事
全
し
鹿
兒
貼
か
ら
江
戸
へ
哩
走
船
の
上
乗
し
て
成
功
し
た
こ
己
が
分
か
る
。

其
方
事
、
親
惟
新
株
に
御
奉
公
鰯
巾
上
事
候
、
殊
今
度
肴
江
戸
へ
致
直
走
舟
之
上
来
、
仕
合
能
、
早
禽
能
下
候
、
自
今

以
後
肴
山
川
之
居
屋
敷
、
加
子
役
御
免
候
而
、
直
走
之
船
頭
可
被
仰
付
山
、
江
戸
よ
り
此
度
被
仰
下
候
間
っ
如
其
巾
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’
此
の
文
書
の
内
容
は
前
記
の
如
く
江
戸
世
走
船
の
上
乗
ｂ
に
成
功
し
た
が
爲
め
、
山
川
港
に
あ
つ
だ
其
の
第
宅
の
屋
敷
税

及
び
水
主
税
を
兎
ぜ
ら
れ
、
直
迦
船
の
船
顕
方
を
叩
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
山
川
の
屋
敷
税
免
除
は
こ
れ
よ
り

先
、
丈
祗
慶
長
役
の
際
で
め
つ
だ
。
次
の
伊
築
院
幸
侃
の
交
杏
に
依
て
明
白
で
あ
る
。
日
は
く

（
力
）
（
力
）

山
川
屋
敷
公
役
之
事
、
御
船
頭
被
巾
候
付
、
於
高
寵
御
免
之
山
稲
濟
候
、
此
等
之
旨
山
川
對
給
人
も
拙
肴
前
沙
可
巾
理

及
び
水
主
税
を
兎
ぜ
ら
れ
、
直
迦
舳

先
、
丈
祗
慶
長
役
の
際
で
め
つ
だ
。（

力

山
川
屋
敷
公
役
之
事
、
御
船
頭
被

候
、
其
心
得
肝
要
候
恐
糞
謹
言

十
月
十
二
日
、

大
迫
新
左
衞
Ⅶ
入
道
殿
参

右
に
依
て
山
川
屋
敷
税
の
免
除
は
之
よ
り
先
、
丈
職
慶
挺
の
役
に
功
が
あ
っ
て
船
頭
を
命
ぜ
ら
れ
に
時
に
行
は
れ
た
も
の

で
あ
る
。
そ
れ
が
血
走
船
に
成
功
し
て
直
走
船
の
船
頭
に
さ
せ
ら
れ
、
屋
敷
税
こ
ど
も
に
水
主
税
を
も
免
除
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
直
走
舳
の
意
味
は
判
明
し
な
い
が
、
鹿
兒
岾
か
ら
佐
多
岬
を
迂
廻
し
、
土
佐
沖
か
ら
熊
野
灘
、
速
州
灘
を
越
え
て

江
戸
に
世
通
す
る
船
路
を
乘
る
こ
ご
を
い
ふ
の
で
あ
ら
う
。
王
朝
時
代
に
於
け
る
上
方
か
ら
九
州
南
部
、
日
向
、
大
隅
へ

の
航
路
は
九
州
東
岸
を
往
来
し
、
必
ず
門
司
關
を
通
る
こ
こ
に
定
め
ら
れ
、
つ
い
で
蝶
後
か
ら
門
司
を
通
ら
ず
し
て
直
に

島
津
氏
の
南
方
交
通
一
一
七
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腸
洋
氏
の
南
方
交
通
一
一
八

一
束
航
す
る
こ
こ
が
許
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
蓋
し
航
海
術
の
極
め
て
幼
稚
な
時
代
か
ら
漸
時
發
逹
し
て
来
る
に
從
っ
て
起
る

自
然
の
愛
化
で
あ
っ
た
ら
う
。
祁
武
天
皇
の
御
東
航
の
路
は
、
肢
も
陳
始
的
な
時
代
に
於
け
る
西
日
本
の
東
間
往
来
の
航

路
で
あ
る
。
中
世
に
於
け
る
薩
隅
へ
の
上
方
か
ら
の
航
路
は
、
必
ず
内
海
を
束
し
、
九
州
東
岸
を
南
下
し
、
細
脆
、
美
糞

誰
の
逢
で
上
陸
し
て
陸
路
南
下
す
る
の
が
術
で
あ
っ
た
や
う
で
あ
る
。
俊
寛
術
都
の
南
貼
へ
移
さ
れ
る
途
も
さ
う
で
あ
っ

た
。
江
戸
時
代
に
は
佐
多
岬
を
越
え
る
難
航
を
避
け
て
、
九
州
西
岸
を
航
す
る
の
が
杵
迦
で
あ
っ
た
。
か
う
し
た
沿
革
か

ら
老
へ
る
ぜ
、
右
交
替
の
直
走
絲
が
予
の
推
定
の
如
く
で
あ
る
ご
す
れ
ば
、
そ
れ
は
除
ｂ
杵
迩
の
航
路
で
は
な
か
っ
た
。

尤
も
吉
野
時
代
に
、
熊
野
海
賊
が
大
隅
を
俊
し
に
こ
こ
が
あ
る
。
叉
中
仙
日
向
商
千
穂
莊
（
東
日
杵
郡
）
は
熊
野
川
肺
の

献
領
で
あ
り
、
又
吉
野
時
代
に
土
佐
、
九
州
に
活
動
あ
ら
せ
ら
れ
に
諸
皇
子
は
何
れ
も
土
佐
沖
を
東
西
し
て
ゐ
ら
れ
に
芭

思
は
れ
る
ふ
し
が
あ
る
。
熊
野
又
は
伊
勢
（
大
湊
）
か
ら
開
來
方
面
へ
の
航
路
も
相
徴
古
く
か
ら
附
け
て
ゐ
だ
ら
し
い
。

多
く
の
伊
勢
の
御
厨
が
束
海
開
束
方
面
に
あ
つ
に
こ
ど
も
肯
肯
さ
れ
袋
の
で
の
る
。
親
房
は
失
敗
は
し
た
が
大
難
し
て
大

湊
か
ら
開
束
に
出
船
し
た
こ
ど
も
あ
る
。
か
う
し
に
事
変
を
老
へ
る
ご
鹿
兒
脇
か
ら
江
戸
へ
の
直
走
線
が
予
の
推
定
す
る

が
如
き
も
の
こ
し
て
も
無
理
で
は
あ
る
ま
い
。

山
川
土
蒲
の
海
の
子
の
家
で
あ
っ
た
大
辿
氏
が
、
北
は
朝
鮮
束
は
江
戸
へ
ご
自
山
に
往
来
し
拒
名
船
頭
で
あ
っ
た
ら
し

い
。
そ
れ
が
又
速
く
南
支
那
か
ら
南
洋
に
迄
往
来
し
な
い
筈
は
な
い
の
で
あ
る
。
大
辿
氏
は
船
頭
方
に
召
か
上
へ
ら
れ
た

家
で
あ
る
か
ら
、
前
記
焼
隅
の
海
上
活
動
の
歴
史
を
有
す
る
諸
豪
族
ざ
は
自
ら
家
の
栴
式
に
於
て
多
く
の
段
階
が
め
っ
た

で
あ
ら
う
。
江
戸
時
代
で
云
ふ
な
ら
ば
武
土
ご
百
姓
ざ
の
机
迷
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
併
し
豪
族
が
南
洋
に
航
通
し
だ
い
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ご
云
っ
て
も
、
島
誰
義
弘
が
大
迫
氏
を
有
し
て
ゐ
る
や
う
に
、
多
く
の
大
泊
氏
を
削
下
に
し
て
ゐ
な
け
れ
ば
、
不
可
能
で

あ
つ
だ
の
で
あ
る
。
大
辿
氏
は
恐
ら
く
山
川
士
蒲
の
海
の
子
の
家
こ
し
て
は
代
左
の
豪
家
で
あ
っ
た
の
で
め
ら
う
。

家
傳
の
慶
長
十
二
年
の
朱
印
の
説
明
苔
が
同
文
沓
の
中
に
あ
り
、
恐
ら
く
其
の
常
時
に
近
い
も
の
で
あ
ら
う
。
「
此
御

．
（
マ
、
）

朱
印
〈
大
辿
吉
之
丞
カ
ン
ボ
ャ
ヘ
令
渡
海
時
、
鴫
津
兵
叱
守
様
よ
り
内
府
様
へ
言
上
、
被
御
巾
受
、
吉
之
丞
へ
被
下
候
御

印
也
、
御
手
跡
せ
タ
イ
（
承
免
）
長
老
ト
ヤ
ラ
ン
巾
雌
出
家
之
被
遊
ヨ
シ
候
」
ご
め
り
、
朱
印
状
に
は
執
筆
承
免
長
老
こ

注
し
て
あ
る
。

十
、
西
洋

七
、
順
化

同
（
慶
憂
九
）
八
月
廿
六
日

同
（
慶
長
九
）
閏
八
月
十
二
日

IMi
上

七
、
暹
雑
閏

一
、
安
南
國
附
天
南
國

慶
長
十
年
乙
巳
七
月
朔
日

慶
長
十
孟
秋
初
三
日

同
（
慶
憂
九
）
年
閏
八
月
十
二
日

慶
踵
十
二
年
丁
未
小
赤
十
八
日

1
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烏
洋
氏
の
南
方
交
迦
一
二
○

同
（
慶
長
九
）
年
七
月
三
日
島
津
陸
奥
守ス

ウ
サ
ン

慶
長
十
一
年
丙
午
九
月
十
七
日
山
口
駿
河
守
薩
州
ヨ
リ
被
巾
入
也
船
頭
〈
次
山
ト
云
欺
、
（
下
略
）

金
地
院
崇
傳
長
老
が
慶
長
十
三
年
叫
光
寺
元
佶
己
ど
も
に
相
図
寺
承
允
の
硬
後
外
交
事
務
を
取
る
に
至
っ
た
時
、
州
允
の

時
代
に
發
行
し
に
朱
印
状
の
目
録
帳
が
の
り
、
そ
れ
を
異
國
御
朱
印
帳
ご
い
ひ
、
元
佶
及
び
仲
長
老
が
そ
れ
人
、
發
行
し

に
側
状
の
目
錐
帳
も
あ
る
。
い
づ
れ
も
川
名
を
以
て
呼
ば
れ
て
ゐ
る
．
右
に
か
か
ぐ
る
ご
こ
ろ
は
承
免
の
御
朱
印
帳
か
ら

肪
津
氏
宛
て
の
分
を
抜
替
さ
し
仁
も
の
で
あ
る
。
元
佶
發
行
の
朱
印
の
目
録
帳
に
は
貼
沖
宛
て
の
も
の
は
慶
握
十
四
年
己

西
正
月
十
一
日
、
暹
羅
國
行
の
朱
印
一
通
の
み
で
め
る
。
「
本
上
州
狄
ア
リ
、
山
駿
（
山
口
駿
河
守
）
取
次
也
」
ご
注
し

て
あ
る
。
叉
傳
長
老
の
Ｍ
目
録
帳
に
は
、
蹄
泄
氏
宛
て
の
も
の
は
元
和
元
年
乙
卯
九
月
九
日
、
呂
宋
行
き
の
朱
印
一
通
の

み
で
め
る
。
「
琉
球
人
二
被
遥
山
也
、
蹄
津
陸
奥
守
殿
さ
つ
ま
に
被
下
」
ご
注
し
て
あ
る
。

右
三
つ
の
目
録
帳
に
擦
れ
ば
、
脇
派
氏
の
受
け
に
朱
印
船
は
多
く
貼
沖
義
弘
の
時
代
で
あ
っ
て
、
次
の
家
久
時
代
に
は

念
に
紗
く
な
っ
て
ゐ
る
。
貼
沖
船
の
行
先
さ
に
は
凹
洋
行
き
の
も
の
二
通
あ
り
、
西
洋
は
今
云
ふ
南
洋
ご
い
ふ
に
岱
り
、

南
洋
一
帯
を
漢
ご
さ
し
た
の
で
、
何
鹿
に
も
迦
川
し
だ
分
け
で
あ
る
。
自
然
体
挺
老
時
代
に
は
凹
洋
ご
あ
て
走
者
は
無
く

な
っ
た
ご
あ
る
。
（
異
國
日
記
）
其
の
外
は
安
南
、
暹
維
、
順
化
等
で
あ
っ
て
、
大
迫
氏
所
傅
の
カ
ン
ボ
ジ
ヤ
行
き
の
分
は

右
目
録
に
は
獺
れ
て
ゐ
る
。
承
尭
の
目
録
の
行
先
さ
別
の
目
録
（
異
國
日
記
）
に
振
れ
ば
、
〃
西
洋
行
警
十
八
通
を
除
い
て

は
來
哺
黍
行
さ
が
最
も
多
数
で
十
六
通
、
其
の
他
呂
宋
（
十
四
通
）
暹
雑
（
十
二
通
）
安
南
図
（
十
通
）
等
で
、
他
は
艀

十
通
未
滿
で
あ
る
。
故
に
糊
時
朱
印
船
の
肢
も
多
く
集
つ
だ
カ
ン
ボ
ジ
ヤ
へ
は
、
烏
派
船
も
行
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
之
れ

１
１

Ｉ
Ｊ
Ｆ
ｌ
Ｉ
１
１
ｌ
１
１
Ｉ

’１
１
１

I

〆

1
1



II

‐
等
の
貼
津
船
は
直
接
烏
津
氏
之
れ
を
經
誉
し
た
の
で
め
ら
う
か
。

異
國
所
蚕
御
沓
之
草
案
及
び
南
沌
丈
娠
に
、
南
浦
玄
呂
の
稲
せ
る
異
國
向
き
蹄
津
氏
の
杏
あ
り
、
村
上
博
士
の
異
國
往

復
杏
翰
集
に
其
の
四
通
を
城
せ
て
解
挽
さ
れ
て
ゐ
る
。
其
の
雛
一
通
は
慶
暹
十
一
年
正
月
日
附
け
、
烏
津
義
弘
か
ら
呂
宋

蝿
の
冨
一
ラ
に
ゐ
に
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
の
太
守
ド
ン
・
・
ヘ
ド
ロ
・
デ
・
ア
ク
ニ
ヤ
に
宛
て
、
題
に
「
與
縦
飛
排
」
さ
め
る
も

の
で
あ
る
。
内
容
は
有
無
机
通
じ
て
、
瓦
ひ
に
其
の
所
を
僻
ん
ご
い
ふ
互
市
の
理
想
を
述
べ
、
去
年
フ
イ
リ
妙
ピ
ン
船
が

腸
津
恢
内
の
或
る
島
に
て
難
破
し
た
の
で
、
新
船
芒
給
し
て
．
、
師
帆
せ
し
め
に
こ
こ
を
報
じ
、
來
年
を
期
し
て
市
舳
一
鯉

を
送
ら
ん
こ
こ
乞
う
て
ゐ
る
。
雄
二
辿
「
符
南
繊
船
主
杏
」
は
後
述
に
讓
心
、
第
三
通
は
壬
子
（
慶
遷
十
七
）
八
月
日
附

け
、
「
島
津
少
將
家
久
」
・
が
「
南
識
船
主
大
球
長
」
ご
宛
て
、
題
に
「
符
南
溌
船
主
番
」
ご
あ
る
も
の
で
あ
る
。
内
容
は

・
去
歳
（
慶
長
十
六
年
）
②
音
間
の
神
及
び
閏
司
四
老
（
村
上
博
士
の
注
に
、
マ
カ
オ
市
の
政
治
を
執
り
し
マ
ヌ
エ
ル
・
今
〈

ス
以
下
四
人
な
る
《
へ
し
こ
め
る
）
、
帝
間
の
挫
状
に
對
し
て
謝
意
を
述
べ
、
去
亦
腸
湫
船
安
南
に
航
す
る
途
上
、
難
破
し

て
吹
東
に
避
難
し
、
南
溌
船
主
某
及
び
マ
カ
オ
の
四
老
等
の
救
助
を
受
け
、
船
を
修
復
し
て
蹄
刺
の
途
に
就
き
、
未
だ
蹄

悶
せ
ざ
る
も
、
既
に
五
貼
に
恥
流
せ
る
事
を
深
謝
し
、
若
し
我
れ
に
求
め
ん
ご
す
る
事
あ
ち
ぱ
、
使
者
を
送
っ
て
通
ず
る

所
あ
れ
、
我
れ
亦
炎
邦
に
求
め
ん
ご
す
る
所
は
、
他
日
使
一
价
を
遥
は
し
て
之
れ
を
告
げ
ん
云
堂
ご
あ
る
。
錐
四
通
は
同

人
が
Ｍ
時
に
「
南
錘
幽
司
四
老
」
ご
宛
て
、
題
に
「
祥
南
識
四
剛
老
将
」
ご
あ
る
。
略
ぽ
前
齊
ご
川
意
で
あ
る
が
、
末
文

に
「
量
邦
商
客
之
所
レ
得
而
能
知
レ
之
也
、
今
也
雌
レ
欲
二
詳
糞
然
説
一
し
之
、
爽
諦
雌
し
爵
、
伏
乞
亮
察
」
ご
あ
る
．
何
れ
も
船

津
氏
の
貿
易
を
切
望
し
、
彼
我
商
船
の
往
来
を
希
梁
し
て
ゐ
る
鮎
を
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
。
以
上
貼
派
氏
が
南
方
に

勝
洋
氏
の
南
方
交
通
一
二
一
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島
津
氏
の
南
方
交
迦
三
三

泄
は
し
た
杏
状
に
武
泌
を
熱
望
し
て
ゐ
に
有
様
を
上
記
の
拠
図
抑
朱
印
帳
に
兄
え
て
ゐ
る
貼
沖
氏
の
朱
印
肱
の
数
が
他
の

大
名
や
豪
商
の
分
に
對
し
、
比
較
的
多
い
事
変
に
勘
合
せ
ば
、
九
州
南
部
の
海
外
活
動
は
必
ず
し
も
其
の
北
部
博
多
、
瀝

１
崎
、
平
戸
を
含
む
地
臓
に
食
け
て
ゐ
だ
の
で
な
い
こ
ど
も
分
明
で
あ
ら
う
。
に
ど
こ
上
に
貼
津
氏
の
經
織
に
は
そ
れ
机
鵬

の
船
数
ご
船
頭
、
賓
金
ご
そ
れ
を
池
盤
す
る
商
客
等
の
祇
動
事
怖
が
、
史
料
の
不
十
分
に
依
て
明
瞭
に
さ
れ
難
い
。
さ
う

し
に
方
面
の
文
献
ご
し
て
は
性
か
に
承
允
の
目
録
帳
に
慶
擾
十
一
年
山
口
駿
河
守
が
朧
朧
か
ら
巾
入
れ
に
催
に
、
船
頭
次

山
の
名
が
払
え
て
ゐ
る
ば
か
り
で
あ
る
。
次
山
は
何
れ
山
川
か
坊
津
あ
だ
り
に
居
住
し
て
ゐ
た
海
人
で
あ
っ
た
で
あ
ら

う
。
山
河
駿
河
守
は
如
何
な
る
人
か
不
明
だ
が
、
腰
盈
御
朱
印
の
口
入
、
取
次
を
な
し
て
ゐ
る
。
（
異
國
渡
海
朱
印
帳
）

右
の
次
山
や
共
の
外
多
く
ゐ
た
で
あ
ら
う
船
頭
や
商
人
の
爽
搬
を
説
明
す
る
も
の
が
、
愛
に
大
辿
文
書
に
依
て
描
か
れ
る

大
辿
吉
之
丞
で
あ
る
。
彼
れ
は
山
川
港
に
割
擦
し
て
ゐ
に
海
商
で
あ
り
、
艦
派
義
弘
の
船
頭
に
川
ひ
ら
れ
、
屋
敷
役
、
加

子
役
免
除
さ
れ
に
事
附
に
つ
き
て
は
既
に
述
べ
だ
。
以
下
彼
れ
の
海
外
渡
航
の
事
附
を
史
料
の
示
す
ま
上
に
述
べ
よ
う
。

大
辿
文
諜
の
中
に
左
の
一
通
あ
り

明
年
四
月
大
店
川
内
に
船
を
可
指
渡
之
旨
、
内
府
様
に
得
御
意
、
巾
付
儀
候
、
容
衆
以
下
あ
ひ
す
上
め
可
罷
渡
川
迩
肝

要
候
也

八
月
什
七
日

惟
新
判

大
辿
新
左
術
Ⅲ
尉
殴

義
弘
は
入
逆
し
て
惟
新
已
號
し
、
猫
ほ
海
外
交
通
の
事
を
經
醤
し
て
ゐ
た
。
幕
府
か
ら
典
へ
ら
れ
た
朱
印
は
其
の
子
陸
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奥
守
家
久
の
受
け
る
所
で
あ
つ
だ
が
、
恐
ら
く
そ
れ
は
名
儀
に
過
ぎ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
島
津
陸
奥
守
宛
て
朱
印

は
座
長
九
諺
十
、
十
一
、
十
一
両
唖
の
も
の
が
鮫
も
多
く
、
元
和
の
も
の
が
経
り
で
あ
っ
て
、
何
れ
も
惟
新
が
元
和
五
年

死
去
す
る
以
前
に
鵬
し
て
ゐ
る
。
右
文
我
の
事
件
も
慶
遥
十
年
前
後
の
事
で
あ
つ
に
ら
う
。
川
内
は
現
今
の
佛
領
安
南
の

河
内
で
あ
ら
う
。
大
店
ご
あ
る
の
は
河
内
は
海
南
脇
を
去
る
こ
こ
渋
だ
逵
く
な
か
っ
た
の
で
、
閥
洋
さ
い
ふ
漠
然
に
る
地

方
名
を
川
ひ
だ
や
う
に
、
大
府
己
漠
然
孵
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。
大
辿
女
杵
に
此
の
外
大
店
呂
宋
ご
せ
る
も
の
あ
り
、
こ
れ

亦
呂
末
が
大
店
に
近
き
が
故
で
あ
ら
う
。
現
今
の
彌
咋
諸
地
方
の
巾
、
北
部
を
大
勝
の
名
下
に
入
れ
、
そ
れ
よ
り
外
部
（
南

方
）
を
阿
洋
ご
稲
し
だ
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
大
店
の
範
州
は
或
は
華
僑
の
居
住
の
多
い
地
方
を
包
含
し
た
も
の
で
あ
っ

た
か
も
知
れ
な
い
。
大
迫
交
番
に
旗
の
説
明
せ
る
も
の
が
あ
る
。
そ
の
文
に
「
こ
の
は
た
、
Ｕ
幽
川
内
之
屋
形
の
は
た
な

り
、
此
は
た
を
持
候
而
川
内
図
へ
参
峡
は
■
、
無
別
儀
馳
走
被
成
候
、
日
本
胸
軍
御
朱
印
之
類
也
」
こ
め
ｂ
、
幕
府
か
ら

發
行
し
に
朱
印
に
對
し
、
河
内
の
幽
旗
を
典
へ
ら
れ
て
ゐ
に
も
の
上
や
う
で
あ
る
。
此
の
外
大
辿
文
替
に
依
て
大
辿
氏
は

義
弘
の
命
に
依
て
カ
ン
ボ
ジ
ヤ
の
外
、
河
内
、
呂
宋
、
天
川
竿
に
も
往
來
し
に
こ
こ
が
明
向
で
あ
る
。
而
し
て
異
幽
御
朱

印
帳
品
沖
受
け
の
朱
印
に
は
、
河
内
行
き
、
呂
宋
行
き
の
分
は
一
通
も
倣
っ
て
ゐ
な
い
。
肪
沖
氏
受
け
朱
印
の
行
先
言
は

安
南
幽
附
天
南
國
、
暹
雑
、
順
化
、
閥
洋
の
外
大
辿
氏
の
出
入
し
た
閏
に
河
内
、
呂
宋
、
天
川
が
あ
る
か
ら
、
此
の
外
に

も
猫
ほ
在
っ
た
こ
さ
が
推
定
さ
れ
る
。
海
賊
豪
族
を
多
く
布
す
る
貼
派
ご
し
て
ば
、
南
洋
一
絆
到
ら
し
め
ざ
る
剛
は
な
か

つ
だ
ど
も
老
へ
ら
れ
る
。

大
辿
交
替
の
巾
右
通
商
關
係
以
外
切
火
丹
杵
及
の
州
題
に
就
い
て
、

烏
沖
氏
の
南
方
交
迦

〆
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史
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永
十
一
年
戊
三
月
日
附
け
、
大
辿
吉
之
丞
よ
り
「
御
、
事
州
衆
」
に
宛
て
だ
自
身
切
支
丹
宗
川
に
肺
依
し
、
後
郷
汽
〈
に

至
つ
に
来
歴
に
開
す
る
自
内
狄
で
あ
る
。
之
れ
に
依
て
知
る
所
は
術
時
の
切
支
丹
豪
商
、
切
支
丹
大
名
の
切
支
丹
化
に
對

す
る
蛍
亜
な
一
般
的
史
料
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。
州
術
憂
文
の
も
の
で
は
め
る
が
、
一
般
研
究
者
の
便
立
に
菱
せ
ん

が
鰯
め
全
文
を
左
に
鍋
げ
る
。
此
の
女
神
は
虫
喰
ひ
が
多
い
上
、
嬬
反
に
繩
つ
仁
も
の
を
談
ん
だ
の
で
、
解
し
難
い
鮎
も

あ
り
、
中
に
は
挟
読
も
あ
ら
う
。
誠
對
の
諒
察
を
乞
ふ
。

ｎ
上
墨

（
虫
）

一
今
度
き
り
し
た
ん
宗
旨
御
改
二
付
、
本
川
源
左
術
門
殿
、
有
賜
主
賜
之
丞
殿
、
伊
雄
院
口
右
衞
川
殿
、
山
川
巾
御
改

被
成
候
刷
、
拙
者
事
典
國
寺
之
寺
伽
依
罷
居
候
庭
、
右
御
三
人
彼
方
へ
御
等
被
成
候
二
付
、
拙
對
き
り
し
た
ん
宗
二

而
無
之
迩
、
・
諜
物
ヲ
以
、
細
糞
巾
上
候
事

一
我
等
事
先
肌
已
來
、
惟
新
様
御
内
之
者
二
而
御
座
候
故
、
先
年
惟
新
様
、
御
在
伏
兄
被
遊
候
時
分
、
鰯
御
意
、
旅
唯

老
汐
被
仰
冊
候
〈
、
此
節
大
勝
る
ず
ん
之
幽
へ
、
船
ヲ
被
兼
渡
、
案
（
店
の
意
か
）
壷
被
召
寄
度
二
付
、
内
府
様
へ

得
御
意
、
御
朱
印
巾
受
、
被
仰
付
恢
峡
條
、
可
能
渡
山
、
本
川
六
右
術
門
殿
、
伊
勢
平
左
術
門
殿
、
川
上
四
郎
兵
術

殿
、
御
三
人
御
使
二
而
被
仰
州
峡
〈
、
今
度
鰯
上
意
、
致
渡
唐
候
、
る
す
ん
ご
巾
幽
、
拷
鬼
利
死
丹
宗
旨
之
も
の
共

に
而
雌
二
付
、
此
飾
は
き
り
死
旦
宗
に
罷
成
、
あ
い
さ
つ
ご
い
た
し
、
御
川
等
も
可
相
逵
曲
、
被
仰
聞
候
故
、
拙
肴

巾
候
〈
、
御
意
乍
巾
、
数
寄
不
巾
宗
旨
二
而
、
御
座
候
へ
共
、
御
何
事
も
奉
公
之
俵
二
御
座
候
故
、
任
上
意
、
此
節

〈
鬼
利
死
日
票
二
可
能
成
曲
、
・
御
受
仕
候
廃
、
辿
付
竹
木
五
兵
衞
殿
本
田
源
右
衞
門
殿
御
使
二
而
、
具
足
叩
井
手
鑓

腸
洋
氏
の
南
方
交
池
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・
（
虫
）
●

壷
本
、
刀
大
小
、
其
外
御
紋
付
之
羽
織
拝
恢
、
誠
難
有
仕
合
一
二
Ⅲ
川
内
「
川
は
唐
船
被
召
立
、
阿
久
根
が
正
月
下
旬

（
虫
）

出
口
仕
、
天
竺
之
内
る
す
ん
ご
巾
國
江
罷
渡
巾
候
事

一
る
す
ん
屋
形
、
從
是
御
進
物
、
金
屏
風
職
墜
、
丼
御
膳
壷
疋
、
伊
作
野
月
毛
、
六
才
之
駒
、
鞍
道
具
等
、
皆
金
仕
立

二
而
御
座
候
、
則
る
す
ん
歴
形
へ
差
上
、
別
而
御
取
持
二
而
候
、
迫
付
師
朝
之
刻
、
嫡
御
臓
物
、
裳
壺
九
シ
、
巻
物

（
虫
）
・

二
本
一
一
而
、
御
座
候
故
、
鹿
兒
防
御
屋
形
江
伊
地
知
可
浦
□
、
・
藥
師
寺
六
左
術
門
殿
入
道
ヲ
以
、
上
納
仕
惟
、
御
老

中
様
伊
勢
兵
部
少
輔
殿
、
嶋
津
市
之
正
殿
、
御
剛
人
〃
御
謙
文
、
御
受
取
被
下
、
干
今
頭
赦
仕
候
、
然
虚
迫
付
從
惟

新
様
、
本
川
源
右
術
門
殴
、
中
山
彦
兵
衞
殿
、
川
上
久
右
術
門
殿
、
“
南
江
兇
右
術
門
殿
ヲ
以
、
被
仰
聞
候
〈
、
，
今
度

任
御
意
、
鬼
利
死
日
系
二
罷
成
、
致
渡
唐
、
御
脱
蒲
被
遊
候
、
則
方
宗
旨
州
捨
可
巾
旨
、
被
仰
付
、
不
及
、
能
に
こ

ろ
び
巾
、
則
祁
宗
二
罷
成
、
柑
所
徳
雲
唯
〈
先
測
己
來
旦
那
候
故
、
血
脈
誰
文
巾
受
候
事

一
共
後
、
帷
新
株
州
聞
宮
に
御
耽
参
被
遊
候
二
付
、
我
等
事
加
治
木
へ
被
召
寄
、
介
叫
木
五
兵
術
殿
御
使
二
而
被
仰
聞
峡

〈
、
此
節
附
剛
宮
へ
御
参
詣
被
遊
筈
二
候
、
就
共
前
に
波
店
之
刷
、
被
仰
付
候
鬼
利
死
日
乏
宗
旨
、
祁
論
巾
惟
哉
、

今
度
御
光
儀
被
遊
恢
二
候
條
、
若
右
宗
旨
机
残
候
〈
ず
御
術
被
遊
冊
数
山
、
被
仰
出
候
二
付
、
少
も
無
別
儀
、
相
拾

巾
候
、
其
節
方
則
祁
宗
二
罷
成
巾
候
曲
、
誰
擁
人
祁
立
、
‐
切
産
巾
上
候
二
付
、
山
川
へ
胴
度
御
光
儀
被
遊
、
拙
者
所

へ
御
宿
被
遊
、
三
日
御
滞
研
二
而
御
座
候
依
、
山
川
衆
日
商
九
兵
術
殿
、
・
叩
所
椎
現
之
座
主
太
夫
、
記
左
京
太
夫
、

其
外
地
下
中
之
衆
も
、
皆
産
被
存
知
候
事

一
今
度
鬼
利
死
円
票
旨
二
而
、
無
御
座
候
誰
蝶
、
細
盈
智
物
ヲ
以
巾
上
候
、
寛
永
十
三
年
之
時
分
、
御
伊
勢
様
江
参
宮

烏
津
氏
の
南
方
交
弧
ご
一
五
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一
江
戸
へ
大
迫
船
之
上
乗
被
仰
付
、
槌
下
候
時
分
も
、
剛
椎
現
宮
へ
御
榊
樂
ヲ
上
、
川
船
仕
候
事
、
座
主
太
夫
、
耐
家

衆
拷
堂
御
存
知
二
而
候
、
又
成
川
之
御
諏
訪
大
明
艸
毎
年
出
家
衆
ヲ
牧
付
、
千
度
詣
ヲ
仕
、
經
ヲ
諫
市
七
日
参
、
其

●

一
山
川
剛
椎
現
江
歌
人
七
拾
球
枚
、
吾
等
寄
進
仕
候
事
、
諦
擴
〈
常
座
主
喪
秋
坊
左
京
大
夫
、
日
高
九
兵
術
殿
、
内
川

才
右
衞
門
殿
、
野
Ⅲ
、
彦
左
術
Ⅶ
殿
、
何
も
細
堂
御
存
知
二
而
候
事
、
尤
右
誰
捺
人
衆
、
銘
盈
押
札
二
而
、
印
形
慥

才
右
衞
門
殿
、 烏

派
氏
の
南
方
交
通
一
二
六

（
虫
）

仕
候
誰
捺
人
、
江
戸
ｎ
Ｕ
六
官
太
郎
作
肘
行
仕
候
、
其
外
大
坂
一
一
而
も
住
吉
、
天
王
寺
、
日
参
仕
候
俵
、
日
商
九

兵
衞
殿
御
詣
被
成
、
御
存
知
二
而
候
、
尤
征
月
御
凡
待
、
御
日
待
お
こ
た
ら
ず
仕
候
、
又
成
川
之
浦
源
施
井
布
賜
右

近
殿
喪
持
院
井
座
地
庵
ヲ
毎
交
戦
上
、
祇
念
物
詣
仕
候
俵
何
れ
も
所
中
之
衆
、
細
凌
御
存
知
候
、
又
山
川
叩
椛
現
御

再
典
之
刷
、
拙
者
分
別
ヲ
以
、
榊
派
出
入
之
船
、
八
九
年
中
糊
進
仕
、
御
建
立
之
刻
、
向
銀
六
百
目
余
、
奉
加
仕
候

俵
、
座
主
大
夫
共
外
地
下
中
衆
、
野
川
口
彦
左
術
門
殿
、
日
商
九
兵
術
殿
、
内
川
才
右
衞
Ⅲ
殿
予
所
中
之
衆
迄
、
皆

盈
被
仔
知
候
、
街
所
所
航
所
狂
持
院
へ
も
、
満
州
前
之
勤
ヲ
以
建
立
仕
候
、
棟
替
可
有
御
座
典
存
候
、
右
流
搬
之
衆
、

日
商
九
兵
術
殿
、
野
間
口
彦
左
術
門
殿
、
川
川
治
方
術
門
殿
、
杉
脈
新
介
殿
、
其
外
地
下
衆
皆
盈
被
存
雌
蕊
、
又
術

所
徳
雲
唯
先
帆
以
来
、
我
等
旦
那
之
故
、
先
汕
之
打
塔
ヲ
立
世
、
二
季
之
彼
岸
井
盆
正
月
、
何
も
お
こ
た
ら
ず
机
勤

巾
候
、
其
上
徳
雲
庵
御
本
尊
御
阿
彌
陀
一
躰
、
拙
者
作
立
干
干
今
常
寺
へ
御
座
峡
、
右
誰
擴
人
正
龍
寺
御
住
持
梅
屋

徳
望
庵
住
持
宗
丈
、
其
外
日
商
九
兵
術
殿
、
野
冊
口
彦
左
術
門
殿
、
内
川
才
右
衞
門
殿
、
拷
盈
所
中
之
衆
、
御
存
二

而
候
事

二
被
成
澄
候
事

９
１
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候
、
證
文
有
之
雌
蕊

一
穎
娃
大
野
獄
、
毎
年
参
能
仕
候
事
、
柑
所
慶
地
庵
へ
加
川
治
右
術
門
殿
同
行
仕
や
度
壁
参
詣
仕
候
事
・

右
此
節
鬼
利
死
具
一
琶
肌
御
改
二
も
、
・
稠
敷
御
念
俵
被
成
候
二
付
、
、
上
書
ヲ
以
委
細
巾
上
候
、
拙
者
事
、
数
寄
不
巾

宗
旨
二
而
候
へ
共
っ
内
府
様
、
得
御
意
被
仰
付
候
旨
、
任
上
意
何
事
も
御
奉
公
之
俵
候
故
、
御
受
仕
候
虚
二
、
蹄
朝

己
後
川
祁
宗
二
罷
成
、
誰
擴
人
相
立
、
銘
糞
印
形
仕
せ
、
其
上
拙
考
事
於
誰
朧
所
、
・
川
丈
仕
、
差
上
申
雌
、
、
乍
此
上

御
不
案
之
俵
、
被
聞
召
上
候
〈
・
ず
、
拙
肴
事
〈
不
及
巾
二
、
右
證
擴
人
迄
、
同
罪
二
曲
事
可
被
仰
付
候
以
上

（
誠
）

寛
永
十
一
年
戊
三
月
日
大
迫
吉
之
丞
判

■一一

右
本
替
物
〈
、
我
等
鹿
兒
肪
へ
持
参
仕
候
庭
、
日
商
九
兵
術
殿
が
、
御
受
取
可
被
成
曲
候
二
付
、
九
兵
術
殿
同
道
仕
、

三
原
次
郎
左
衞
門
御
取
次
二
而
、
差
上
巾
候
、
誰
擴
人
銘
糞
印
形
被
仕
せ
、
本
脊
物
御
菩
判
仕
、
指
上
巾
候

外
二
論
擴
人
抑
札
九
シ
有
、
銘
盈
印
形
有
之
候
事
、
右
條
書
本
齊
物
之
通
ヲ
答
海
中
候

鳥
津
氏
の
南
方
交
通
一
二
七

外
精
講
之
信
・
心
仕
候
事
、
涜
源
庵
井
右
近
太
夫
、
細
交
被
存
知
候
、
其
外
月
待
、
日
待
、
毎
月
出
家
衆
、
曙
山
伏
ヲ
頓

勤
行
仕
候
事
、
何
も
諸
人
御
仔
知
之
前
二
而
御
座
候
、
然
庭
去
年
六
月
か
十
二
月
迄
、
鹿
兒
鮎
興
國
寺
へ
寺
領
仕
候

事
、
御
伊
勢
様
、
日
参
之
祁
糀
仕
候
儀
、
御
寺
之
僻
衆
、
皆
盈
御
存
知
二
而
候

其
已
前
も
天
竺
、
天
川
江
渡
店
之
刷
、
南
林
寺
へ
も
、
錬
磁
寄
進
仕
世
巾
候
、
子
今
有
之
俵
、
證
文
所
持
仕
居
候

又
市
郎
様
、
先
年
高
歴
へ
御
渡
海
之
時
分
、
御
船
頭
役
被
仰
付
剛
は
、
泊
之
大
智
院
へ
大
般
若
經
堂
部
、
寄
進
仕
世

’

御
剛
事
聞
衆

御
人
衆
中

１

１

１

１
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腸
洋
氏
の
南
方
交
通
一
二
八

巳
八
月
五
日
（
寛
永
十
六
）

此
の
文
書
の
内
容
の
考
案
は
多
端
に
亙
る
べ
き
も
の
が
め
ら
う
、
け
れ
ざ
も
其
の
蛾
も
注
意
す
・
べ
き
軸
は
、
吉
之
丞
が
切

支
丹
宗
旨
を
信
奉
す
る
に
至
る
来
歴
で
あ
る
。
此
の
軸
を
ま
．
つ
老
へ
た
い
が
、
そ
れ
に
先
だ
っ
て
、
前
に
紹
介
し
た
貼
津

氏
の
海
外
宛
て
の
香
状
に
依
て
川
氏
の
對
切
支
丹
對
策
に
つ
き
て
考
へ
て
お
き
に
い
。
ザ
ビ
エ
ル
が
初
め
鹿
兒
貼
に
來
拒

時
に
、
繰
徒
の
長
官
ニ
ン
ジ
ッ
を
訪
問
し
、
後
こ
れ
ど
宗
諭
を
し
て
説
破
し
た
ご
い
ふ
事
が
西
教
史
等
に
見
え
て
ゐ
る
。

予
嘗
て
之
れ
を
考
究
し
た
こ
、
と
が
め
る
。
こ
の
ニ
ン
ジ
ッ
は
二
州
の
な
ま
り
で
あ
ら
う
。
二
州
は
桂
庵
以
來
の
宋
學
を
仲

へ
、
一
翁
こ
い
ひ
、
南
浦
文
之
の
師
匠
で
あ
る
。
市
来
の
糀
源
寺
に
住
し
、
蝿
津
氏
の
教
學
に
關
係
す
る
所
が
多
か
つ

少

だ
。
伴
天
連
ビ
レ
ラ
が
比
叡
山
に
登
っ
て
切
支
丹
佛
法
の
宣
布
に
開
す
る
許
容
を
天
台
座
主
か
ら
得
よ
う
ご
し
た
さ
恩
は

れ
る
や
う
に
、
ザ
ビ
エ
ル
は
撫
佛
法
徒
ど
の
川
に
、
事
の
起
ら
な
い
よ
う
に
計
測
し
に
の
で
あ
ら
う
。
そ
れ
だ
け
鹿
兒
砧

で
布
教
す
る
に
は
祁
併
の
因
難
が
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
隆
津
氏
も
直
に
新
た
な
る
天
竺
到
来
の
切
支
丹
佛
法
に
蹄
依
し

た
様
子
も
な
い
の
で
あ
る
．
ザ
ビ
エ
ル
は
京
都
に
上
り
ま
づ
布
教
の
根
本
を
間
め
よ
う
こ
し
て
上
洛
を
急
い
だ
の
で
あ
ら

う
が
、
一
は
島
津
氏
の
説
得
が
容
易
で
な
か
っ
た
事
も
、
彼
を
し
て
長
く
鹿
兒
鮎
に
翻
ら
し
め
ず
、
叉
再
度
鹿
兒
鵬
を
訪

問
せ
し
め
な
か
っ
た
理
由
で
あ
ら
う
。
然
る
に
脇
沖
氏
は
そ
の
後
切
支
丹
の
布
教
を
許
し
、
寧
ろ
こ
れ
を
職
迎
す
る
に
至

っ
た
。挫

臣
秀
吉
は
天
正
十
五
年
に
禁
教
令
．
を
布
言
、
家
康
の
時
代
に
な
り
、
・
其
の
禁
教
令
が
否
認
さ
れ
て
は
ゐ
な
い
。
否
な

り

依
然
こ
し
て
其
の
令
が
生
き
て
ゐ
に
こ
さ
は
慶
長
十
年
家
座
か
ら
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
太
守
に
賄
っ
た
書
（
異
國
往
復
神
翰
集

１
１
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フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
諸
熾
志
よ
り
縛
赦
せ
り
）
に
「
閣
下
共
地
よ
り
峻
兵
日
本
に
あ
る
諸
宗
派
に
付
き
て
説
き
、
叉
多
く
望
む
所

あ
り
し
が
、
予
は
之
幸
ど
許
す
こ
こ
能
は
ず
、
何
ご
な
れ
ば
我
邦
は
祁
國
ご
稲
し
、
偶
像
は
先
測
の
代
よ
り
今
に
至
る
ま
で

大
に
尊
敬
せ
り
」
琶
云
ふ
一
節
が
あ
る
。
し
か
し
之
れ
が
庭
罰
等
の
事
も
な
く
、
其
の
態
度
が
賊
る
暖
味
な
る
も
の
毎
の

っ
た
。
慶
長
の
初
め
か
ら
Ｍ
十
八
年
迄
の
川
に
、
外
國
に
送
っ
た
家
康
秀
忠
の
杏
翰
は
、
宗
教
に
言
及
す
る
こ
己
を
避
け

た
や
う
で
あ
る
。
蓋
し
通
商
の
繁
昌
を
希
ふ
め
ま
り
、
か
う
し
た
政
策
を
執
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
此
の
間
地
方
大
名

の
中
に
は
、
進
ん
で
宗
教
を
迎
へ
ん
ご
す
る
も
の
も
め
つ
に
。
今
そ
の
一
般
は
姑
く
描
き
、
賜
推
氏
に
つ
い
て
云
は
う
。

日
本
閥
敦
史
に
は
慶
長
六
年
言
一
ラ
に
入
港
し
た
日
本
商
船
船
員
中
、
切
支
丹
信
者
数
名
あ
り
、
其
の
一
人
で
あ
っ
た
船

暹
・
レ
ア
ン
・
キ
ザ
エ
モ
ン
は
在
マ
ニ
ラ
の
サ
ン
ト
・
ド
ミ
ン
ゴ
派
の
寺
に
参
詣
し
、
日
本
宣
教
の
有
望
な
る
事
を
吹
蝿
し

、
に
。
同
派
の
同
地
職
長
フ
ワ
ン
・
デ
◆
サ
ン
ト
・
ト
マ
ス
は
艦
津
氏
に
杏
し
、
童
教
師
を
貼
沖
氏
伽
内
に
送
ら
ん
こ
さ
を

巾
出
で
だ
。
胤
津
氏
は
報
を
得
て
キ
ザ
エ
モ
ン
の
船
を
マ
ニ
フ
に
寄
ら
し
め
て
穴
教
師
の
派
遥
を
勅
説
し
た
。
慶
長
七
年

四
月
パ
，
１
ド
レ
・
モ
ラ
ー
レ
ス
外
四
人
甑
品
に
上
降
し
、
更
に
京
泊
に
移
っ
た
。
慶
瀝
十
一
年
正
月
の
義
弘
の
フ
ィ
リ
ッ

ピ
ン
太
守
宛
て
の
書
壯
は
此
の
事
に
言
及
し
て
ゐ
る
。
此
の
時
川
時
に
義
弘
の
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
の
大
司
教
ア
ル
ソ
ビ
ス
ボ

・
フ
ラ
イ
・
ミ
ゲ
ル
・
デ
・
ベ
ナ
ピ
デ
ス
に
典
へ
た
杵
状
に
は
、
サ
ン
ト
・
ド
ミ
ン
等
．
門
派
（
山
厨
・
雑
明
教
院
）
の
伴

天
連
（
巴
澱
）
の
階
津
領
内
滞
在
の
事
を
め
げ
、
其
の
人
己
爲
ｂ
に
言
及
し
「
智
胆
過
人
、
風
標
抜
俗
、
辻
故
我
敬
信
」

ご
あ
る
。
而
し
て
其
の
次
に
、
何
か
此
の
作
天
連
か
ら
依
帆
を
受
け
て
、
一
諾
は
し
だ
が
「
晒
邦
避
地
（
賜
津
の
剛
が
）

に
し
て
、
久
し
く
約
を
庭
し
難
し
」
ご
云
っ
て
ゐ
る
．
慶
長
九
年
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
太
守
よ
り
、
徳
川
家
康
に
鮴
つ
に
杵
狄

島
津
氏
の
南
方
交
通
一
二
九
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島
津
氏
の
南
方
交
通
言
二
○

サ
ン
ト
ド
ミ
ン
コ
ペ
ド
レ
メ
ア
．

に
「
山
厨
・
羅
明
の
教
寺
（
門
派
）
の
巴
瀧
（
伴
天
連
）
薩
に
寓
し
、
流
瑞
（
二
手
不
明
）
名
高
（
都
）
に
往
い
て
聖
上

（
家
康
）
に
謁
見
せ
ん
ご
欲
す
」
ご
あ
り
、
恐
ら
く
肪
泳
氏
の
函
に
ゐ
に
伴
天
連
が
、
島
津
氏
の
紹
介
に
よ
り
東
上
し
て

家
康
に
謁
兄
せ
ん
こ
さ
を
義
弘
に
依
戦
し
た
の
で
あ
ら
う
。
而
し
て
義
弘
は
事
惰
を
察
し
て
直
に
其
の
要
求
に
唯
じ
な
か

つ
に
事
を
巾
識
け
し
て
ゐ
る
の
で
あ
ら
う
。
艦
津
氏
の
切
支
丹
政
策
が
右
義
弘
の
蒋
状
等
に
依
て
略
ぽ
諒
解
さ
れ
る
。
か

う
し
に
諒
解
の
下
に
大
辿
吉
之
丞
が
商
爽
に
往
く
鰯
め
殊
災
信
者
に
な
っ
た
ご
い
ふ
右
長
文
の
文
書
の
一
段
は
誠
に
興
味

の
深
い
感
が
起
る
の
で
あ
る
。
就
中
「
あ
い
さ
つ
と
い
に
し
、
御
用
等
を
も
可
粗
逹
巾
」
こ
め
る
軸
で
あ
る
。
此
の
一
句

意
味
判
然
し
な
い
や
う
で
あ
る
が
、
切
支
丹
信
者
さ
し
て
挨
拶
を
し
な
が
ら
、
主
調
の
眞
寅
の
川
命
を
逹
せ
よ
う
直
い
ふ

〃
に
あ
る
。
こ
れ
は
大
辿
氏
に
の
み
排
せ
ら
れ
に
負
推
で
噂
の
る
ま
い
。
渡
海
朱
印
帳
元
和
元
年
呂
宋
行
き
朱
印
を
典
へ
ら

れ
に
船
頭
に
「
し
ん
に
よ
る
、
め
り
な
」
ご
あ
る
の
も
信
者
で
今
の
っ
た
ら
う
。
又
慶
長
十
年
籍
西
耶
行
さ
朱
印
を
典
へ
ら

れ
だ
船
頭
か
、
商
人
か
で
あ
ら
う
己
思
は
れ
る
考
に
「
礎
川
與
四
郎
ミ
ゲ
ル
」
が
あ
る
。
更
に
注
意
す
べ
き
事
は
、
吉
之

丞
の
切
支
丹
信
者
に
な
る
に
つ
い
て
は
、
家
股
の
許
可
ま
で
あ
っ
た
事
で
の
る
。
か
う
し
に
軸
に
つ
い
て
は
支
倉
柑
長
の

儒
者
に
る
事
に
つ
い
て
類
推
さ
せ
ら
れ
る
鮎
が
少
く
な
い
。
更
に
大
き
く
言
へ
ば
併
時
の
切
支
丹
大
名
、
商
人
等
が
切
支

丹
の
儒
者
た
る
事
に
つ
き
深
き
考
察
を
要
求
せ
し
め
る
も
の
が
あ
る
。
‐

、
進
ん
で
老
へ
さ
せ
ら
れ
る
事
は
、
動
機
の
い
か
ん
に
係
は
ら
ず
、
一
日
一
信
蒋
に
な
つ
に
ご
な
れ
ば
、
眞
而
目
な
、
少
く

ど
も
反
面
目
な
信
者
の
起
居
を
な
す
こ
こ
季
笹
怠
ら
な
か
つ
だ
ら
し
い
。
否
な
多
分
眞
の
信
蒋
に
な
っ
た
琶
思
は
れ
る
。
此

の
鮎
宗
教
的
信
仰
に
興
味
の
薄
い
現
代
人
に
は
想
像
以
上
の
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
．
そ
れ
で
な
け
れ
ば
、
再
び
稗
ん
だ

’

､
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／

亡
い
ふ
事
に
對
し
て
、
右
文
書
に
見
る
が
如
き
其
の
證
鑛
の
列
緊
に
苦
む
筈
は
な
い
琶
思
ふ
。

次
に
吉
之
丞
の
韓
ん
だ
の
は
、
慶
憂
十
八
年
の
禁
教
、
伴
天
連
等
の
放
逐
ご
い
ふ
厳
令
の
直
後
で
あ
っ
た
ご
忠
は
れ

る
。
以
後
寛
永
十
六
年
迄
に
、
年
交
禁
教
の
度
が
尚
め
ら
れ
、
其
の
問
に
宗
旨
改
め
が
追
堂
形
禮
を
整
へ
、
そ
れ
が
寛
永

／

以
後
に
な
っ
て
宗
胃
人
別
改
め
の
制
度
が
確
立
す
る
の
で
あ
る
・
・
予
の
蒐
集
せ
る
大
村
文
書
（
長
崎
縣
）
澁
谷
文
書
（
庇

蝿
縣
）
等
に
依
て
寛
永
時
代
の
宗
旨
改
め
の
一
面
を
知
る
こ
こ
が
出
来
る
。
こ
の
大
辿
文
書
に
擦
れ
ば
、
旦
那
寺
が
祁
宗

で
あ
っ
た
の
で
、
郷
宗
を
同
時
に
岬
の
血
脈
読
文
を
取
り
、
更
に
改
宗
の
蛮
否
に
開
す
る
證
擴
人
を
出
し
て
ゐ
る
・

次
に
切
支
丹
に
開
係
な
き
事
で
あ
る
が
、
惟
新
が
枚
聞
榊
肺
参
拝
の
途
上
、
大
辿
の
家
に
三
泊
し
て
ゐ
る
事
、
又
山
川

の
叩
椛
現
の
爲
め
、
吉
之
丞
は
山
川
港
に
出
入
す
る
船
に
勧
進
し
て
、
八
九
年
Ⅲ
に
銀
八
百
目
を
集
め
に
事
、
之
れ
等
の

事
変
は
、
大
辿
家
の
山
川
に
於
け
る
生
析
が
剛
魏
な
も
の
で
あ
り
、
大
身
な
武
士
以
上
の
も
の
で
あ
っ
た
事
を
物
語
る
。

此
の
外
此
の
文
普
に
つ
い
て
老
ふ
・
べ
き
節
は
数
盈
あ
る
が
、
す
べ
て
こ
れ
を
後
日
に
譲
り
、
偶
此
の
文
杏
を
發
兄
し
に
前

後
に
、
次
に
附
赦
す
る
が
如
き
文
杏
を
發
兇
し
に
．
そ
れ
は
十
字
架
を
紋
朋
ご
し
に
車
放
、
麻
上
下
な
ご
上
一
所
に
な
っ

て
ゐ
に
。
文
書
は
粕
凌
疑
ふ
く
言
も
の
が
あ
る
や
う
で
あ
る
が
、
内
容
は
正
し
い
も
の
で
あ
る
。
艦
津
氏
恢
内
に
も
北
九

州
に
比
し
て
か
く
れ
切
支
丹
の
活
動
は
決
し
て
少
い
の
で
は
な
か
つ
だ
事
を
論
す
る
に
十
分
で
あ
り
、
大
辿
文
蒋
の
研
究

等
に
も
参
考
ざ
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

申
上

長
崎
入
船
前
、
南
溌
俳
火
辿
武
人
、
日
本
吉
利
支
丹
に
立
入
候
者
堂
人
、
朧
州
甑
鮎
二
隠
れ
居
候
、
右
漁
夫
兄
出
し
、

島
津
氏
の
南
方
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通
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津
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届
出
候
虎
搦
捕
、
平
川
惣
八
、
柳
川
定
方
術
門
被
懸
糺
明
之
虚
、
唐
人
己
巾
合
、
澱
銀
成
拾
批
を
出
し
、
以
便
船
卸
候

店
人
〈
蹄
帆
せ
し
者
二
候
、
内
武
人
〈
憂
崎
二
送
り
、
蟻
人
〈
朧
州
之
者
大
村
二
迭
候
、
此
者
先
年
天
川
へ
渡
り
、
吉

利
支
丹
宗
門
二
成
居
候
趣
、
及
向
欣
候

元
和
九
年
亥
七
月
十
六
日

代
官
富
永
次
郎
左
衞
門
（
黒
印
）

大
目
付
衆
中
江

大
辿
家
の
末
は
今
に
存
し
て
ゐ
る
。
不
思
議
に
も
昔
淡
か
っ
た
其
の
屋
敷
の
西
北
隅
に
さ
上
や
か
な
薩
摩
風
の
ひ
く
い

家
ご
な
っ
て
ゐ
る
。
先
唖
鋪
三
回
目
の
山
川
訪
問
を
試
み
，
に
。
虚
の
人
に
は
大
辿
家
の
昔
の
事
が
一
向
仰
へ
ら
れ
て
ゐ
な

い
。
‐
段
友
調
査
し
た
結
果
も
ど
の
山
川
の
町
の
本
通
り
か
ら
今
の
海
岸
通
り
に
亘
っ
て
屋
敷
が
あ
っ
た
。
本
迩
の
南
側
が

本
宅
で
あ
っ
た
ら
し
く
雌
氷
惟
新
の
術
し
た
茅
宅
も
こ
Ａ
に
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
ご
種
・
変
室
想
に
耽
っ
て
見
た
。
そ
れ
が

一
部
寺
屋
敷
ご
な
り
現
在
は
幽
蛇
學
校
の
敷
地
に
な
っ
て
ゐ
る
。
其
の
向
ひ
、
即
本
通
り
ざ
海
岸
の
通
り
の
州
の
屋
敷
が

同
家
の
倉
庫
か
何
か
の
所
在
地
で
そ
れ
が
山
川
港
の
船
つ
き
の
中
央
部
に
臨
ん
で
ゐ
る
。
文
悲
の
中
に
出
て
來
る
舵
の
士

族
日
高
家
、
其
の
他
大
辿
一
巻
き
の
家
が
並
ん
で
ゐ
に
の
で
あ
る
。
日
商
家
も
少
Ｉ
は
古
文
書
を
傳
へ
て
ゐ
る
。
大
辿
家

の
山
川
漣
に
臨
む
形
勢
は
伊
豫
の
二
艸
貼
の
二
川
氏
、
術
後
の
走
肪
の
村
上
氏
、
安
蕊
の
茄
苅
砧
の
多
焚
屋
氏
の
蒋
宅
が

船
つ
き
に
對
す
る
椎
へ
方
に
よ
く
似
て
ゐ
る
。

文
書
に
出
て
來
る
旗
は
維
製
で
、
縦
三
尺
四
五
寸
、
巾
二
尺
位
、
安
南
製
の
も
の
で
あ
ら
う
か
。
日
本
製
で
な
い
こ
こ

だ
け
は
た
し
か
で
あ
る
。
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